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地
域
に
と
っ
て
の
自
治
協
議
会
…

　
　
　
　
　

そ
の
現
状
と
評
価
を
考
え
る（
上
）

協
議
会
型
住
民
自
治
組
織
は
地
域
を
よ
く
し
た
か

　
―
福
岡
市
22
年
の
経
験
に
学
ぶ

は
な
く
、
高
齢
者
が
外
出
す
る
き
っ
か
け
に
な
り「
こ
こ
に
来
る
の
が

楽
し
み
」と
い
う
声
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
民
生
委
員
や
自

治
会
役
員
が
自
然
に
高
齢
者
に
声
掛
け
し
、
日
常
的
な
見
守
り
活
動

の
場
と
な
っ
て
い
っ
た
。「
住
民
の
小
さ
な
声
か
ら
生
ま
れ
た
市
場
が

地
域
福
祉
の
機
能
を
生
み
出
し
た
」と
栗
﨑
さ
ん
は
話
す
。

　
日
曜
市
場
の
運
営
を
支
え
る
の
は
、
５
月
の
浜
松
ま
つ
り
で
活
動

す
る「
高
町
お
か
め
組
」を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
だ
。
日
曜
市
場
の

日
に
は
浜
松
ま
つ
り
の
相
談
も
で
き
る
。
浜
松
ま
つ
り
を
通
じ
た
地

域
へ
の
強
い
思
い
を
も
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
結
束
が
、
日
曜
市
場
の
運

営
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
出
店
者
を
増
や
す
う
え
で
、
副
会
長
の
古
賀
さ
ん
と
製
菓
店
の
山

本
さ
ん
の
存
在
は
大
き
い
。
古
賀
さ
ん
は
商
工
会
議
所
女
性
会
の
つ

な
が
り
を
活
か
し
、
山
本
さ
ん
と
と
も
に
様
々
な
店
に
声
を
掛
け
る
。

お
客
さ
ん
か
ら「
野
菜
が
ほ
し
い
」と
い
っ
た
要
望
が
あ
れ
ば
新
た
な

出
店
者
を
探
す
。
特
別
販
売
で
出
品
す
る
お
店
に
も
声
を
掛
け
る
。

寿
司
店
が
、
日
曜
市
場
で
お
客
さ
ん
の
要
望
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

商
品
を
開
発
し
、
通
常
営
業
時
の
注
文
に
つ
な
が
っ
た
例
も
あ
る
そ

う
だ
。

　
日
曜
市
場
は
２
０
０
７
年
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
開
催
は
２
２
４
回
を

数
え
、
累
計
来
場
者
は
３
万
人
を
超
え
る
。
20
年
近
く
続
い
て
き
た

市
場
を
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
こ
と
が
日
曜
市
場
の
ス
タ
ッ
フ

の
願
い
で
も
あ
り
、
地
域
住
民
の
願
い
で
も
あ
る
。
栗
﨑
さ
ん
は「
20

年
を
迎
え
る
日
曜
市
場
の
こ
れ
か
ら
は
、
若
い
世
代
の
力
を
活
か
し
、

子
ど
も
や
高
校
生
に
も
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
４
世
代
が
集
ま
る
場
所

に
し
た
い
」と
今
後
を
見
据
え
る
。

　
買
い
物
を
す
る
場
所
で
も
あ
り
、
出
か
け
る
き
っ
か
け
で
も
あ
り
、

地
域
の
生
産
者
や
店
と
住
民
が
つ
な
が
り
、
人
と
人
が
つ
な
が
れ
る

場
所
。
高
町
第
三
日
曜
市
場
は
そ
ん
な
地
域
の
温
か
さ
を
伝
え
る
存

在
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
こ
と
と
思
う
。

　

前
号
で
は
、
自
治
協
議
会
制
度（
以
下「
自
治

協
制
度
」）の
仕
組
み
と
行
政
側
の（
自
治
体
職
員

の
）評
価
を
紹
介
し
た
。
本
号
と
次
号
で
は
、
い

く
つ
か
の
自
治
協
議
会（
以
下「
自
治
協
」）の
組

織
形
態
や
運
営
・
活
動
状
況
を
見
る
こ
と
で
、

地
域
側
の
視
点
か
ら
制
度
の
有
効
性
や
課
題
を

論
評
し
て
い
く
。

１
．
自
治
協
議
会
の
組
織
・
活
動
の
概
要

⑴
自
治
協
の
組
織
体
制
に
は「
部
会
制
」（
各
団

を
テ
ー
マ
別
の
部
会
に
再
編
）・「
並
列
制
」（
既

存
の
体
制
を
継
承
）の
２
タ
イ
プ
が
あ
る（
図

１
）。
制
度
発
足
時
、
市
が
こ
の
２
タ
イ
プ
を
提

案
。
当
初
、
市
は
部
会
制
を
指
向
し
た
節
が
あ

る
が
、
現
場
の
混
乱
を
恐
れ
て
各
校
区
に
任
せ

た
こ
と
も
あ
り
、
２
／
３
ほ
ど
の
自
治
協
は
並

図1：福岡市自治協議会の体制　出典：自治会活動ハンドブック（2004年）
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列
制
で
あ
る
。

⑵
福
岡
市
は
、
制
度
発
足
２
年
後
の
Ｈ
18

（
２
０
０
６
）か
ら
、
４
年
に
１
度
、
全
自
治
協・

全
町
自
治
会
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト（
注
１
）を

実
施
し
て
い
る
。
ま
ず
は
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

参
考
に
、
自
治
協
組
織
の
現
状
に
つ
い
て
概
説

す
る
。（
特
記
な
き
限
り
Ｒ
４
年
度（
２
０
２
２
）

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）。

自
治
連
合
会（
自
治
会
連
合
）が
自
治
協
と

併
存
す
る
校
区
は
約
48
・
６
％
（
ほ
と
ん
ど
は

自
治
協
に
包
含
）。
Ｈ
22（
２
０
１
０
）デ
ー
タ

（
56
％
）か
ら
み
て
、
自
治
連
合
会
は
徐
々
に
少

な
く
な
る
傾
向
。

自
治
協
会
長
の
平
均
在
任
期
間
は
４・
０
年
。

町
自
治
会
長
の
平
均
在
任
期
間
は
５
・
５
年
。
自

治
協
会
長
、
自
治
会
会
長
と
も
に「
手
当
あ
り
」

が
約
90
％
。
平
均
額
は
年
11
万
～
12
万
。

自
治
協
に
事
務
局
が
あ
る
割
合
は
77
％
（
Ｈ

30
）。
有
償
事
務
局
員（
通
年
）が
い
る
割
合
は
約

50
％
（
年
俸
平
均
46
万
円
）。

年
間
予
算
は
平
均
６
６
３・
３
万
円
、
共
創
補

助
金
平
均
３
４
９・９
万
円（
予
算
の
52
・
６
％
）

「
前
回
調
査
と
比
較
し
た
現
在
の
校
区
の
状

況
」（
Ｈ
30
）、「
自
治
協
設
立
前
後
の
校
区
の
状

況
」（
Ｈ
18
）は
同
じ
設
問
内
容（
注
２
）で
、
そ

の
回
答
に
よ
れ
ば
、「
⑴
校
区
内
の
団
体
間
の
連

携
が
進
ん
だ
」に
つ
い
て
65
％
が「
思
う
／
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
思
う
」と
回
答（
Ｈ
18
は
73
％
）、

「
⑵
地
域
活
動
に
多
く
の
声
を
反
映
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」は
64
％
（
Ｈ
18
は
62
％
）、「
⑹
会
計

が
明
瞭
に
な
っ
た
」は
67
％（
Ｈ
18
は
74
％
）、「
⑻

地
域
活
動
へ
の
協
力
者
が
増
え
た
」は
44
％
（
Ｈ

18
は
38
％
）、「
⑼
地
域
活
動
に
対
す
る
住
民
の

理
解
が
深
ま
っ
た
」が
49
％
（
Ｈ
18
は
41
％
）。

回
答
を
見
る
限
り
、
多
く
の
自
治
協
は
う
ま
く

運
営
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ（
前
号
の
市
職
員
評
価

と
も
合
致
）。
設
問
⑴
⑹
の
Ｈ
18
と
Ｈ
30
の
デ
ー

タ
を
比
較
す
る
と
、
自
治
協
設
立
時
に
団
体
協

力
や
会
計
の
明
瞭
化
が
大
き
く
進
ん
だ
こ
と
が

わ
か
る
し
、
逆
に
設
問
⑻
⑼
の
Ｈ
18
・
Ｈ
30
デ
ー

タ
か
ら
は
、
地
域
内
で
の
自
治
協
認
知
度
が
年

を
経
て
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

「
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
巻
込
み
」や「
人
材
不

足
・
人
材
育
成
」な
ど
、
他
都
市
の
地
域
組
織
と

共
通
す
る
悩
み
を
抱
え
て
い
る

２
．
事
例
か
ら
み
る
自
治
協

　

市
の
調
査
な
の
で
市
が
喜
ぶ
回
答
を
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
が（
笑
）
…
２
０
０
９
年
以
降

20
校
区
の
自
治
協
を
訪
れ
て
い
る
筆
者
の
感
覚

か
ら
言
っ
て
も
、（
濃
淡
は
あ
る
が
）多
く
の
自

治
協
は
、
き
ち
ん
と
校
区
を
包
括
的
に
運
営
し
、

課
題
解
決
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
る
。
そ

の
う
え
で
、
各
校
区
自
治
協
を
見
て
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
校
区
事
情（
地
域
特
性
・
自
治
協
以
前

の
町
内
会
・
自
治
連
合
会
・
各
団
の
状
況
な
ど
）

を
反
映
し
て
か
、
組
織
や
活
動
が
異
な
る
様
々

な
タ
イ
プ
の
自
治
協
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

き
た
。以
下
、同
じ
制
度
の
枠
内
で
あ
り
な
が
ら
、

様
々
な
組
織
形
態
・
活
動
が
存
在
し
つ
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
そ
れ
な
り
に
う
ま
く
や
っ
て
い
る
こ

と
を
示
す
た
め
、
幾
つ
か
の
自
治
協
を
紹
介
す

る
。
他
地
域
の
参
考
に
な
る
よ
う
、
活
動
性
の

高
い
地
域
を
紹
介
す
る
が
、
そ
れ
ら
が
特
殊
例

で
は
な
い
こ
と
、
筆
者
が
訪
問
し
て
い
な
い
校

区
に
も
面
白
い
自
治
協
が
あ
り
う
る
こ
と
を
付

言
し
て
お
く
。

2-

1
．
自
治
会
を
基
盤
と
し
て
地
域
を
運
営
す

る
～
那
珂
南
校
区
自
治
協
議
会（
博
多
区
）

　

２
０
０
９
年
、
２
０
２
４
年
に
調
査
訪
問
／

２
０
２
４
ヒ
ア
対
象
：
Ｈ
前
自
治
協
会
長
・
Ｔ

会
長
・
Ｙ
副
会
長
／
主
に
２
０
２
４
調
査
ヒ
ア

リ
ン
グ（
注
３
）を
も
と
に
記
述

〈
こ
の
自
治
協
の
特
徴
〉

・
自
治
協
以
前
か
ら
の
町
自
治
会
・
各
種
団
体

を
、
自
治
協
と
い
う
仕
組
で
一
体
化
し
強
化

し
た

・「
地
域
を
一
つ
に
ま
と
め
、
地
域
を
運
営
す
る

組
織
」と
い
う
自
治
協
の
目
指
す
姿
の
一
つ
の

モ
デ
ル

①
地
域
概
要（
注
４
）（
図
２
）

　

博
多
区
の
南
端
。
校
区
内
に
Ｊ
Ｒ
南
福
岡
駅
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協議会型住民自治組織は地域をよくしたか論文

図2：那珂南校区・高宮校区位置図　出典：Craft Mapを一部加工

夏祭り　各団・町の出店で賑わう　撮影：筆者／2024.8.24 

と
西
鉄
の
雑
餉
隈
駅
・
桜
並
木
駅
が
あ
り
、
博

多
駅
・
天
神
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
30
分
弱
と
交
通
の

便
は
い
い
。
雑
餉
隈
駅
近
く
に
銀
天
町
商
店
街

が
あ
り
買
い
物
の
便
も
あ
る
。
昔
は
雑
餉
隈
を

核
と
す
る
農
村
地
域
だ
っ
た
が
、
市
に
編
入
さ

れ
た
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
徐
々
に
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
化
。
１
９
８
０
年
代
半
ば
か
ら
中
層
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
は
じ
め
、
い
ま
で
は
旧
集
落

出
身
者
は
全
体
の
１
割
程
度
。

②
活
動
事
例
～
地
域
力
の
高
さ
を
示
す

　
〈
那
珂
南
校
区
夏
祭
り
〉

　

２
０
２
４
年
、
毎
年
８
月
に
那
珂
南
小
学
校

校
庭
で
開
催
さ
れ
る〈
那
珂
南
校
区
夏
祭
り
〉に

参
加
し
た
。
主
催
は「
那
珂
南
校
区
夏
祭
り
実
行

委
員
会
」（
自
治
協
、
各
種
団
体
、
町
自
治
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
公
民
館
な
ど
）。
特
設
舞
台
で
の
子
ど

も
や
大
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
盆
踊
り
の
環
、

た
く
さ
ん
の
屋
台
な
ど
、
毎
年
３
０
０
０
人
超

の
来
場
者
で
賑
わ
う
校
区
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。

祭
り
の
担
い
手
は
、
各
種
団
体
・
各
町
・
地
域
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協
議
会（
自
治
政
府
）に
、
執
行
機
関（
役
員
会
‐

定
例
会
）と
議
決
機
関（
代
議
員
＝
議
会
）が
あ
る

よ
う
な
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
基
盤
と
な
る
町
自

治
会
に
力
が
な
い
と
難
し
い
。

●
自
治
会
と
各
種
団
体
が
連
接
し
自
治
協
と
し

て
一
体
：
校
区
活
動
の
企
画
は
各
種
団
体
が
担
っ

て
い
る
。
全
自
治
会
長
と
各
種
団
体
長
が
参
加

す
る
月
１
回
の
自
治
協
定
例
会
議
の
場
で
、
団

体
か
ら
企
画
説
明
と
協
力
要
請
を
行
う
こ
と
で
、

各
町
に
伝
わ
り
、
他
団
体
の
協
力
も
得
る
。
よ

く
あ
る
会
議
の
流
れ
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
町

自
治
会
の
力
量
が
高
い
こ
と
と
、
町
と
団
体
の

距
離
が
近
い
こ
と
で（
各
町
自
治
会
に
20
余
の
諸

団
体
の
委
員
が
い
る
）、
校
区
一
体
の（
自
治
協

と
し
て
）の
取
り
組
み
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
Ｈ
氏
は「
自
治
会
長
が
主
体
に

な
り
、
諸
団
体
と
町
自
治
会
が
一
体
化
し
て
会

議
す
る
こ
と
が
大
事
」と
語
り
、
Ｔ
氏
は「（
一
つ

の
組
織
だ
か
ら
）校
区
で
決
め
た
こ
と
が
町
で
や

り
や
す
い
し
、
参
加
し
て
も
ら
え
る
」と
い
う
。

そ
し
て
そ
の
結
果「
な
に
か
や
る
と
き
１
０
０
人

く
ら
い
の
単
位
で
人
が
集
ま
る
」「
40
代
～
50
代

の
若
い
人
も
手
を
あ
げ
て
く
れ
る
」「（
こ
の
校

区
は
）コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
い
。楽
し
い
」

と
も
。

　

校
区
の
基
盤
が
町
自
治
会
で
あ
る
こ
と
は
、

団
体
長
の
選
出
方
法
に
も
表
れ
て
い
る
。
全
12

町
の
自
治
会
長
か
ら
自
治
協
４
役
を
選
出
、
残

サ
ー
ク
ル
の
40
代
～
50
代
。
各
種
団
体
や
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
、
町
自
治
会
や
マ
ン
シ
ョ

ン
自
治
会
も
店
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
地
域

組
織
の
強
さ
を
実
感
し
た
。

③
自
治
協
の
か
た
ち

●
構
成
：
12
自
治
会
＋
各
種
団
体
。
町
の
規
模

は
１
６
０
世
帯
～
約
１
０
０
０
世
帯
。
自
治
会

加
入
率
は
76
％
（
家
族
世
帯
85
％
・
ワ
ン
ル
ー

ム
60
％
）。
組
織
形
態
は「
並
列
制
」だ
が
、「
自

治
連
合
会
」は
無
く
、
直
接
各
町
が
参
加
す
る
形

式
で
あ
る
。
定
例
会
議
は
月
１
回
開
催
。
全
自

治
会
長
と
各
種
団
体
長
が
参
加
す
る
。

●
大
事
な
議
決
は
代
議
員
総
会
：
年
間
計
画
や

予
算
配
分
、
総
括
や
決
算
は
、
代
議
員
総
会
で

決
定
さ
れ
る
。
代
議
員
は
町
毎
に
１
０
０
世
帯

あ
た
り
１
名（
切
り
上
げ
）、
各
種
団
体
か
ら
１

名
ず
つ
選
出
さ
れ
る
。
自
治
会
長
や
団
体
長
は
、

執
行
部
な
の
で
議
決
に
は
関
与
し
な
い
。
総
会

に
は
、
自
治
会
長
・
団
体
長
な
ど
執
行
部
20
名

ほ
ど
に
対
し
、
代
議
員
が
１
０
０
名
ほ
ど
参
加
。

欠
席
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
代
議
員
は
、
事
前
に

渡
さ
れ
た
議
案
書
を
読
み
込
み
、
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
る
。こ
の
民
主
的
な
仕
組
み（
注
５
）

は
、
自
治
協
議
会
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。
そ
の
理
由
を
問
う
と
、「
自
治
会
費
を

も
ら
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
町
住
民
の
意
見
を

聞
く
の
は
当
た
り
前
」（
Ｈ
氏
）と
い
う
ま
っ
と

う
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
要
す
る
に
、
自
治

り
８
自
治
会
長
が
、
兼
務
で
８
つ
の
大
事
な
団

体
の
長
を
担
当
す
る
。「
団
体
長
に
な
る
と
全
町

と
付
き
合
い
校
区
の
こ
と
に
も
関
わ
る
し
、
行

政
と
も
関
わ
る
か
ら（
人
が
育
つ
）」と
い
う
こ

と
だ
そ
う
だ
が
、
自
治
会
長
に
や
る
気
が
あ
り
、

か
つ
任
期
が
長
く
な
い
と
難
し
い
。
実
際
、
自

治
会
長
任
期
は
、
だ
い
た
い
３
～
４
年
、
長
い

者
で
10
年
と
の
こ
と
。

④
担
い
手
の
輩
出

　

住
民
の
多
く
は
転
入
者
な
の
で
、
担
い
手
の

リ
ク
ル
ー
ト
は
主
に
一
本
釣
り
で
あ
る
。
主
に

は
、
子
ど
も
会
、
育
成
連
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
少
年
野

球
な
ど
の
子
ど
も
関
係
の
団
体
と
、
町
自
治
会

か
ら
。「
順
番
制
の
隣
組
長
就
任
や
町
内
行
事（
花

見
・
餅
つ
き
・
バ
レ
ー
大
会
）へ
の
参
加
を
き
っ

か
け
に
入
っ
て
く
れ
る
」「
た
し
か
に
敷
居
は
あ

る
が
、
越
え
た
ら『
自
治
会
い
い
ね
』と
な
る
し
、

そ
の
人
は
、
次
に
な
に
か
や
っ
て
く
れ
る
」と
の

こ
と
。
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
も
ワ
ン
ル
ー
ム
を

除
い
て
ほ
ぼ
加
入
し
て
い
る
。
市
が
条
例
で
加

入
を
勧
め
て
い
る
こ
と
、
建
設
時
に
事
業
主
と

交
渉
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
入
居
時
に
必
ず

戸
別
訪
問
す
る
こ
と
が
奏
功
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
組
を
分
け
る
な
ど
、

参
加
性
を
高
め
る
工
夫
も
し
て
い
る
。

　

町
も
各
団
も
、
つ
な
が
り
の
作
り
方
は
、
懇

親（
呑
み
会
・
日
帰
り
旅
行
な
ど
）。「
会
議
の
場

よ
り
人
柄
が
わ
か
る
し
、
な
ん
で
も
頼
め
る
関
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係
に
な
れ
る
」と
い
う
。
た
し
か
に
そ
の
通
り
で

は
あ
る
が
…
一
般
的
に
は
今
ど
き
の
若
い
世
代

に
は
嫌
わ
れ
る（
と
言
わ
れ
る
）手
法
で
あ
る
。

那
珂
南
で
通
用
す
る
の
は
な
ぜ
か
、
地
域
の
下

町
性
ゆ
え
か
リ
ー
ダ
ー
層
の
熱
意
な
の
か
醸
し

出
す
雰
囲
気
な
の
か
…
謎
で
あ
る
。

⑤
都
市
計
画
的「
ま
ち
づ
く
り
」を
担
う

　
福
岡
市
の
自
治
協
制
度
で
は（
多
く
の
自
治
体

の
制
度
も
）、
地
域
に
は「
協
働
の
担
い
手
」の
役

割
し
か
想
定
し
て
お
ら
ず
、
当
該
地
域
に
関
わ

る
市
の
政
策
に
対
し
て
地
域
が（
自
治
協
が
）意

見
を
述
べ
た
り
提
案
し
た
り
す
る
こ
と
は
想
定

し
て
い
な
い
。
し
か
し
本
来
的
に
は
、
地
域
自

治（
自
治
体
内
分
権
）を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

自
治
協
は
、
市
行
政
と
水
平
の
立
場
で
協
議
・

提
案
で
き
る
べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
地
域
課
題

に
取
り
組
む
な
か
で
は
必
ず
、
地
域
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
課
題（
例
え
ば
道
路
整
備
や
都
市

計
画
上
の
規
制
、
社
会
的
貧
困
な
ど
、
市
政
に

も
関
わ
る
問
題
）に
ぶ
ち
あ
た
る
。

　

那
珂
南
校
区
で
は
、
西
鉄
電
車
路
線
に
お
け

る
踏
切
事
故
・
交
通
渋
滞
の
問
題
は
長
年
の
課

題
で
あ
っ
た
。
そ
の
課
題
に
対
し
自
治
協
は
、

西
鉄
の
高
架
計
画
の
進
行
に
歩
調
を
合
わ
せ
る

形
で
、
西
鉄
お
よ
び
市
に
働
き
掛
け
、
校
区
内

に
新
駅
を
開
設
す
る
こ
と
に
成
功
。
Ｈ
氏
は「
こ

こ
ま
で
に
20
年
か
か
っ
た
。『
桜
並
木
駅
』と
い

う
駅
名
も
自
治
協
で
命
名
し
た
」と
振
り
返
る
。

さ
ら
に
、
高
架
に
な
り
新
駅
が
で
き
た
こ
と
で
、

地
域
が
か
わ
る
こ
と
を
想
定（
大
規
模
マ
ン
シ
ョ

ン
の
計
画
等
）。
周
辺
地
域
を
含
め
た
都
市
計
画

策
定
を
市
や
西
鉄
と
協
議
す
る
た
め
、
関
係
す

る
３
校
区（
那
珂
南
・
三
筑
・
板
付
＝
昔
の
那
珂

町
）自
治
協
で
、「
雑
餉
隈
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

（
市
登
録
団
体
）を
結
成
、「
雑
餉
隈
駅
周
辺
地

域
ま
ち
づ
く
り
計
画
」（
Ｒ
６
年
３
月
）を
発
表

し
活
動
し
て
い
る
。
今
後
は
、
Ｊ
Ｒ
南
福
岡
駅

周
辺
の
踏
切
問
題
・
周
辺
道
路
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
の
こ
と
。
那
珂
南
校
区
自
治
協
は
、

地
域
を
代
表
す
る
組
織
と
い
う
特
性
を
活
か
し

て
、
市
や
事
業
者
と
交
渉
し
、
課
題
解
決
を
果

た
し
つ
つ
あ
る
点
に
お
い
て
先
駆
的 

（
注
６
）で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
Ｔ
氏
は「
自
治
協
に
な

る
こ
と
で
、
地
域
の
声
を
出
し
や
す
く
な
っ
た
。

自
治
協
に
は
、
地
域
代
表
と
し
て
、
校
区
の
こ

と
を
市
に
働
き
掛
け
る
役
目
が
あ
る
」と
語
る
。

⑥
自
治
協
制
度
へ
の
評
価

　
自
治
協
制
度
前
か
ら
自
治
連
合
会
長
を
務
め
、

自
治
協
設
立
時
に
会
長
に
就
任
し
た
Ｈ
氏
は「
自

治
協
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
」と
評
価
す
る
。「
21

年
前
、
市
か
ら
地
域（
自
治
連
合
会
・
町
内
会
）

へ
の
説
明
が
あ
っ
た
と
き
か
ら『
校
区
は
ひ
と

つ
』（
町
内
と
各
団
体
は
ひ
と
つ
だ
）を
モ
ッ
ト
ー

に
取
り
組
ん
だ
。
自
治
協
以
前（
町
世
話
人
の

頃
）は『
校
区
は
ひ
と
つ
』な
ん
て
誰
も
言
っ
て
な

か
っ
た
し
、
い
ま
み
た
い
に
校
区
単
位
で
イ
ベ

ン
ト
や
講
演
会
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」と
語

る
。「
当
時
は
ど
の
校
区
も
、
町
会
長
は
団
体
長

の
悪
口
ば
か
り
で
、
自
分
た
ち
が
偉
い
と
思
っ

て
た
。
団
体
長
は
、
こ
の
団
体
は
俺
た
ち
が
仕

切
っ
て
い
る
と
い
う『
お
山
の
大
将
』だ
っ
た
」と

も
。

　

筆
者
か
ら
見
て
も
、
２
０
０
９
年
ヒ
ア
リ
ン

グ
時
か
ら
２
０
２
４
年
ま
で
、
組
織
・
活
動
の

形
骸
化
・
衰
退
化
の
気
配
は
な
く
、
む
し
ろ「
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」な
ど
新
し
い
拡
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
ま
た
、
新
会
長
・
副
会
長（
ど
ち
ら
も

転
入
者
）な
ど
、
世
代
継
承
も
う
ま
く
進
ん
で
い

る
。
基
盤
と
な
る
町
自
治
会
が
今
も
し
っ
か
り

し
て
い
る
こ
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
若
い
世
代
を
う

ま
く
取
り
込
ん
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー

層
の
熱
意
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

2-

2
．
市
民
活
動
型
グ
ル
ー
プ
を
自
治
協
が
支

え
る
～
高
宮
校
区
自
治
協
議
会（
中
央
区
）

　
２
０
２
４
年
調
査
訪
問（
注
３
）／
ヒ
ア
対
象：

Ｎ
自
治
協
会
長
・
Ｕ
社
協
会
長
・
Ｈ
地
域
支
援
課

係
長
／
主
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
記
述（
Ｎ
氏

は
現
在
は
会
長
職
を
退
き
、
公
民
館
長
に
就
任
）

〈
自
治
協
の
特
徴
〉

・
10
年
く
ら
い
前
に
、
体
制
と
活
動
を
改
革

・
活
動
の
担
い
手
は
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ（
市
民
活
動
型
）
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①
地
域
概
要（
図
２
）

　

中
央
区
の
南
東
に
位
置
す

る
。
校
区
北
端
に
西
鉄
と
地
下

鉄
の
薬
院
駅
が
、
南
端
に
西
鉄

平
尾
駅
が
あ
る
交
通
至
便
の
住

宅
地
。
昔
は
近
郊
農
村
だ
っ
た

が
、
昭
和
に
入
り
、
福
岡
市
に

編
入
さ
れ
都
市
基
盤
が
整
備
さ

れ
住
宅
地
化
が
進
ん
だ
。
都
心

に
近
い
た
め
、
近
年
は
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
が
増
え
人
口
が
増

加
。
高
齢
化
率
は
市
・
区
平
均

に
比
し
て
低
く
、
逆
に
、
若
い

世
代（
労
働
人
口
）の
比
率
は

市
・
区
平
均
よ
り
高
い
が
、
転

出
入
の
率
も
高
い（
５
年
以
上

居
住
は
人
口
の
約
40
％
）。
96
％
が
共
同
住
宅
。

賃
貸
住
宅
率
は
77
％
で
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ

ン
が
多
い
。

②
活
動
事
例
～
１
０
０
０
人
Ｂ
Ｂ
Ｑ

　

小
学
校
に
近
い
た
め
子
ど
も
た
ち
の
あ
そ
び

場
と
し
て
賑
わ
う
公
民
館
前
の
公
園
で
は
、
例

年
秋（
注
７
）に〈
全
町
内
Ｂ
Ｂ
Ｑ
〉を
開
催
。

１
０
０
０
人
以
上
が
集
ま
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
な
じ
み
の
公
園
で
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
と
い
う
気
楽

さ
か
ら
、
子
ど
も
も
親
世
代
も
寄
っ
て
く
る
。

駅
か
ら
の
通
り
道
な
の
で
、
知
ら
な
い
人
も「
な

に
し
て
る
の
？
」と
寄
っ
て
く
る
。
そ
し
て「
ど

う
や
っ
た
ら
参
加
で
き
る

の
？
」と
問
わ
れ
、「
町
内
会

に
言
え
ば
い
い
よ
」と
い
う

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
新
し

い
つ
な
が
り
が
で
き
た
。

③
自
治
協
の
か
た
ち
と
運
営

　

組
織
体
制
は
部
会
制
で

（
図
３
）、
運
営
委
員
会
と

並
列
す
る
形
で
町
内
会
長
会

（
23
ヶ
町
）（
注
８
）が
あ
る
。

自
治
会
加
入
率
は
約
75
％

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

1000人BBQ　撮影：2019.11.3／提供：高宮校区自治協議会

図3：高宮校区自治協議会組織図　提供：高宮校区自治協議会 校区ビジョン部会は組織図にはない
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だ
け
の
加
入
率
は
85
％
）。
自
治
協
の
会
合
は
月

１
回
。
町
内
会
長
会
と
運
営
委
員
会（
自
治
協
役

員
・
各
種
団
体
長
）は
別
に
開
催（
合
同
会
合
は

年
１
回
）。
組
織
図
的
に
は
７
事
業
部
に
各
種
団

体
が
所
属
す
る
事
業
部
制
だ
が
、
実
態
は
各
団

毎
に
事
業
を
遂
行
し
て
い
る
。
校
区
４
大
事
業

（
夏
祭
り
・
運
動
会
・
餅
つ
き
大
会
・
ど
ん
ど
焼
）

は
、「
実
行
委
員
会
」形
式
で
催
行（
各
種
立
ち
上

げ
実
行
委
員
会
）。
各
種
団
体
は
、
自
治
協
以
前

は
町
選
出
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ま

は
町
選
出
で
な
く
、
勧
誘
さ
れ
た
有
志
住
民
で

構
成
。
団
体
長
も
、
自
治
協
以
前
は
、
町
内
会

長
が
兼
務
し
て
い
た
が
、
い
ま
は
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
ご
と
に
選
出
す
る
。

④
旧
い
体
質
を
変
え
た

　
「
町
内
会
長
会
は『
口
を
だ
す
だ
け
』で
実
働
性

は
弱
い
」。
町
内
会
長
の
多
く
が
在
任
期
間
が
長

く
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
も
一
因
だ
が
、
も
と

も
と
、
自
治
協
制
度
以
前
、
校
区
よ
り
町
が
地

域
活
動
の
単
位（
注
10
）で
あ
っ
た
た
め
、
自
治

協
制
度
で「
校
区
一
体
」に
変
わ
っ
た
の
ち
も
、

「
町
内
会
長
は
町
内
の
こ
と
の
み
」と
い
う
認
識

が
変
わ
っ
て
い
な
い
そ
う
だ
。
そ
う
い
う
経
緯

も
あ
り
、「（
学
区
で
の
）町
内
会
の
役
目
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
会
費
集
め
だ
け
」「
町
内
会
長
会

が
持
っ
て
い
る
の
は
お
金（
町
内
会
費
）と
決
定

権
。
各
団
が
実
働
部
隊（
具
体
的
力
）」と
い
う
状

況（
注
11
）だ
と
い
う
。
た
だ
現
在
、
50
代
の
会

長
が
３
名
い
て
、「
若
い
世
代
が
増
え
て
い
け
ば
、

自
治
協
と
の
関
係
も
か
わ
る
」と
い
う
期
待
は
あ

る
と
の
こ
と
。

　

自
治
協
設
立
時
も
、
以
前
か
ら
の
自
治
連
会

長
が
そ
の
ま
ま
自
治
協
会
長
に
就
任
。
そ
の
後

10
年
間
ほ
ど
、
古
い
体
質
が
続
い
た
た
め
、「
上

か
ら
話
が
降
り
て
く
る
の
で
、
若
い
者
は
バ
リ

ア
を
張
っ
て
い
た
」そ
う
だ
。
11
年
ほ
ど
前
、
自

治
協
会
長
に
就
い
た
Ｙ
氏
を
中
心
に
体
質
改
革

が
は
じ
ま
り
、
Ｙ
氏
が
３
期
６
年
、
そ
の
後
を

継
い
だ
Ｎ
会
長（
Ｙ
氏
時
代
副
会
長
）に
な
っ
て

５
年
目
で
、
改
革
が
よ
う
や
く
軌
道
に
の
っ
た

と
い
う
。「『
そ
げ
ん
こ
と
は
せ
ん
で
よ
か
』と
い

う
町
内
会
長
会
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
多
か
っ
た
」

「
町
内
会
の
中
で
僕
は
自
治
協
派
、
実
働
側
を
守

る
市
長
み
た
い
な
も
の
」「
20
年
か
か
っ
て
こ
こ

ま
で
変
え
た
」と
Ｎ
氏
。

⑤
市
民
活
動
型
の〈
校
区
ビ
ジ
ョ
ン
部
会
〉が

　

自
治
協
と
連
携
す
る

　
Ｈ
27（
２
０
１
５
）か
ら
市
は
、「
地
域
の
実
情

や
特
性
に
応
じ
た
地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
校
区
の
目

標
や
将
来
像
、
取
組
項
目（
以
下「
校
区
ビ
ジ
ョ

ン
」と
い
う
）を
策
定
す
る
」と
し
て
、
い
く
つ
か

の
校
区
を
選
定
し「
校
区
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
支
援
事

業
」を
開
始
。
Ｈ
28
に
Ｙ
前
会
長
が
こ
の
事
業
に

手
を
挙
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
改
革
が
は
じ
ま
っ

た
。「
校
区
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定
の
た
め
、
区
か
ら

専
門
家
派
遣
を
受
け
、
町
内
会
長
を
含
む
自
治

協
役
員
全
体
で
の
Ｗ
Ｓ
を
開
催
。
そ
こ
で
の
意

見
を
も
と
に
、「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
を
実
現
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
環
境
の
よ
い
ま
ち
を
実
現

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
絆
の
あ
る
ま
ち
を
実
現

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う
３
つ
の「
ま
ち
づ

く
り
活
動
目
標
」を
設
定
。
目
標
を
実
践
す
る
た

め
３
つ
の
部
会
を
設
置
し
て
動
き
出
し
た
こ
と

で
、
自
治
協
が
変
わ
り
始
め
た
。
上
か
ら
の
改

革
で
な
く
、
広
く
意
見
を
集
め
て
組
織
的
に
動

い
た
こ
と
、
活
動
目
標
が
市
の「
校
区
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
事
業
」と
し
て
認
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
新
し
い
動
き
を
区（
地
域
支
援
課
）

が
支
持
・
支
援
し
た
こ
と
が
奏
功
し
た
。

　

３
つ
の
部
会
は
、
自
治
協
内
組
織
で
は
な
く

「
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
」と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
自
治
協
内
組
織
に
し
な

か
っ
た
理
由
は
、「
自
治
協
組
織
に
す
る
と
縛
ら

れ
る
」「
役
員
と
委
員
だ
け
の
参
加
に
な
り
、
住

民
が
自
由
に
参
加
で
き
な
い
」「
自
治
協
の
中
に

据
え
る
と
上
下
関
係
が
で
る
」「『
会
長
が
す
る

か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』で
は
ダ
メ
」と
の

こ
と
。
た
だ
し
、
活
動
資
金
は
自
治
協
予
算
か

ら
支
出
す
る（
口
は
出
さ
な
い
）。
各
部
会
と
も
、

メ
ン
バ
ー
は
自
分
で
手
を
あ
げ
て
参
加
す
る
。

要
す
る
に
、
校
区
内
に
自
由
参
加
の
市
民
活
動

型
組
織
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
地
域
組
織
で
あ
る

自
治
協
議
会
が
認
定
・
支
援
す
る
仕
組
み
が
創

まちむら　2026.9（175号）39



ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
各
部
会
の
概
要
は
以
下

の
通
り
。

〈
安
全
安
心
な
ま
ち
部
会
〉パ
ト
ロ
ー
ル
や
マ
ッ

プ
づ
く
り
な
ど
防
災
・
防
犯
の
取
組
、
緊
急
連

絡
網
の
作
成（
町
・
校
区
）な
ど
。
部
会
メ
ン
バ
ー

は
現
在
８
名
だ
が
、
23
町
が
日
替
わ
り
で
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
て
、
各
町
７
～
８
人
が
こ

の
部
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

〈
環
境
の
良
い
ま
ち
部
会
〉川
沿
い
の
花
壇
づ
く

り
。
部
会
メ
ン
バ
ー
は
10
～
14
人
。
メ
ン
バ
ー

だ
け
で
な
く
、
各
町
内
に
手
伝
っ
て
く
れ
る
人

が
い
て
、「
社
協
だ
よ
り
」や「
公
民
館
だ
よ
り
」

に「
○
日
に
○
町
の
花
壇
づ
く
り
し
ま
す
」と
載

せ
る
と
出
て
き
て
く
れ
る
。

〈
絆
の
あ
る
ま
ち
部
会
〉地
域
の
歌
を
作
ろ
う
と
、

町
の
人
の
言
葉
を
集
め
て
大
人
や
高
齢
者
も
一

緒
に
踊
れ
る「
高
宮
音
頭
」を
作
成（
歌
詞
作
り
に

３
０
０
人
が
関
与
）。
校
区
盆
踊
り
や
小
学
校
の

運
動
会
で
共
有
。
い
ま
は
校
区
内
の
店
舗
と
仲

良
く
な
る
た
め
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
。
実
働
部
隊

は
13
～
14
人
。
毎
月
定
例
会
開
催
。

　

こ
う
し
た
３
部
会
は
、
校
区
ビ
ジ
ョ
ン
の
な

か
で
、「
校
区
の
環
境
を
守
り
続
け
る
自
治
活

動
の
羅
針
盤
」と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
３
つ
の

テ
ー
マ
で
校
区
課
題
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
部
会
の
活
動
の

射
程
に
は「
防
災
訓
練
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
子

ど
も
た
ち
の
見
守
り
」や「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

「
餅
つ
き
や
夏
祭
り
の
開
催
」「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」な
ど
、
町
・
自
治
協
が
取
り
組
む
課
題
が
内

包
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
実
際
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
地
域
全
体
で
動
く
必
要
が
あ
る
取
り
組

み
は
、
部
会
か
ら
自
治
協
に
伝
わ
り
、
自
治
協
・

各
種
団
体
・
町
内
会
も
動
く
流
れ
に
な
っ
て
い

る
。

　

自
治
協
運
営
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
で「
地
域
組
織
に
横
ぐ
し
を

刺
し
た
活
動
」が
行
わ
れ
、
部
会
の
広
報
は「
公

民
館
だ
よ
り
」「
自
治
協
だ
よ
り
」を
通
じ
て
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
、
⾃
治
協
と
し
て「
こ
れ
は

校
区
ビ
ジ
ョ
ン
事
業
だ
」と
打
ち
出
す
こ
と
が
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
３
部
会
は
、「
自
治
協

に
属
さ
な
い
自
由
な
グ
ル
ー
プ（
市
民
活
動
型
）」

で
あ
り
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
、
自
治
協
の
枠

内
で
自
治
協
活
動
の
企
画
・
遂
行
を
リ
ー
ド
す

る「
事
務
局
」の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。「
最
初
の
目
標
で
あ
る『
い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
た
い
楽
し
い
ま
ち
高
宮
』を
実
現
す
る
た

め
の
３
つ
の
部
会
だ
と
い
う
こ
と
を
、
当
時
の

部
会
長
は
叩
き
込
ま
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
は
ず

れ
な
い
」（
Ｎ
氏
）。
５
年
前
、
Ｎ
会
長
に
な
っ

て
か
ら
は
町
内
会
長
も
ど
こ
か
の
部
会
に
属
す

こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
、「
10
年
が
経
過
し
、
だ

い
た
い
う
ま
く
い
っ
て
い
る
」と
の
こ
と
。

⑥
担
い
手
の
輩
出

　

町
選
出
で
は
な
く
、
や
る
気
の
あ
る
人
に
よ

る
実
働
部
隊
が
で
き
て
い
る
。
若
い
人
も
、
勧

誘
さ
れ
て
自
発
的
に
入
っ
て
く
る
と
い
う
。
若

い
担
い
手
の
主
な
供
給
源
は
、
子
ど
も
会
・
小

学
校
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
。
み
ん
な
グ
ル
ー
プ
ラ

イ
ン
で
つ
な
が
っ
て
い
て
横
の
拡
が
り
が
大
き

い
。
こ
こ
４
～
５
年
は
、
夏
祭
り
準
備
な
ど
で

声
を
か
け
る
と
、
声
を
か
け
た
当
人
も
知
ら
な

い
メ
ン
バ
ー
が
出
て
き
た
り
す
る
そ
う
だ
。
た

だ
、
昔
は「
呑
み
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
」だ
っ
た
が
、

い
ま
は
ラ
イ
ン
で
連
絡
し
て
当
日
に
集
ま
る
。

イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
て
打
ち
上
げ
に
行
く
こ
と

も
減
っ
た
。
コ
ロ
ナ
以
降
、
つ
な
が
り
方
が
変

わ
っ
た
と
い
う
。

　
「
子
ど
も
会
」未
加
入
の
家
庭
の
子
が
行
事
に

出
ら
れ
な
い
の
は
可
哀
想
だ
と
い
う
こ
と
で
、
自

治
協
設
立
後
５
年
く
ら
い
の
時
期
に
、
会
費
を

町
で
負
担
し
て「
子
ど
も
会
」を
全
員
参
加
に
し

た
。
年
１
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
す
る
と
、
親
も
来
る
の
で
、
役
に

つ
い
て
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
し
、「
子
ど
も
会
は

会
費
無
料
」と
い
う
こ
と
を
管
理
組
合
に
出
席
し

ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
こ
と
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民

も
出
て
く
る
。
そ
こ
で「
楽
し
い
こ
と
を
し
て
い

る
」こ
と
が
わ
か
る
と
誘
い
や
す
い
と
の
こ
と
。

⑦
自
治
協
制
度
へ
の
評
価

　
「
自
治
協
以
前
は
、
町
内
会
長
は
一
国
一
城
の

主
。
他
の
町
の
こ
と
は
共
有
で
き
て
い
な
か
っ

た
」、「
昔
は
町
内
会
長
で
話
が
止
ま
っ
て
下
に
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協議会型住民自治組織は地域をよくしたか論文

降
り
て
こ
な
か
っ
た
。『
う
ち
の
校
区
で
そ
ん
な

こ
と
が
あ
る
ん
だ
ぁ
』と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
っ

た
。自
治
協
に
な
っ
て
風
通
し
が
よ
く
な
っ
た
」。

「
町
委
員
選
出
が
難
し
く
な
り
、
人
が
い
な
い
―

兼
務
が
増
え
る
―
負
担
が
大
き
く
な
る
、
と
い

う
悪
循
環
だ
っ
た
。
自
治
協
を
機
に
町
選
出
を

や
め
た
」「
や
れ
る
と
き
に
、
や
れ
る
こ
と
だ
け

で
い
い
か
ら
手
伝
っ
て
、
と
い
う
方
式
に
し
た
」

な
ど
、「
自
治
協
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
時
代
に

す
ご
く
フ
ィ
ッ
ト
し
た
と
思
う
」と
い
う
の
が
自

治
協
役
員
の
評
価
。

　

筆
者
は
、
自
治
協
と
い
う「
地
域
組
織
」が
、

や
る
気
が
あ
る
・
地
域
を
よ
く
し
た
い
・
自
分

ご
と（
た
と
え
ば
子
育
て
や
環
境
）の
人
の
出
番

と
出
や
す
い
仕
組
み「
市
民
活
動
型
の
部
会
」を

立
ち
上
げ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
一
般
的
に
、

地
縁
に
基
づ
く
地
域
組
織
は
、「
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
＝
役
目
」な
の
で
、
硬
直
化
し
面
白
く

な
い
。
逆
に「
や
り
た
い
」か
ら
は
じ
ま
る「
市
民

活
動
」は
、
地
縁
に
弱
く
地
域
の
細
や
か
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
に
く
い
。
高
宮
の
部
会
は
、
市
民
活

動
型
で
あ
り
な
が
ら「
地
域
組
織（
自
治
協
）の
取

組
」と
位
置
付
け
ら
れ
、
か
つ
地
縁
を
持
つ
校
区

住
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
町
内
会
・
各
種
団

体
の
地
縁
を
活
か
し
て
活
動
す
る
、
い
わ
ば「
地

縁
型
市
民
活
動
」（
注
12
）で
あ
る
。
や
る
気
の

あ
る
住
民
が
集
ま
る「
地
縁
型
市
民
グ
ル
ー
プ
」

を
創
り
、
そ
れ
を
地
域
に
責
任
を
持
つ
自
治
協

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る（
逆
に
言
え
ば
、
地
縁
型

市
民
グ
ル
ー
プ
が
自
治
協
の
仕
組
み
を
う
ま
く

使
う
）と
い
う
地
域
活
動
の
新
し
い
形
が
こ
こ
に

あ
る
…
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

…
以
上
、
那
珂
南
校
区
と
高
宮
校
区
の
自
治

協
を
見
比
べ
た
だ
け
で
、
福
岡
市
の
自
治
協
が

多
様
だ
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
た
だ
け
た

と
思
う
。
…
次
号
で
さ
ら
に
事
例
を
紹
介
し
た

う
え
で
、
課
題
も
含
め
全
容
を
俯
瞰
し
て
い
く

（
次
号
に
つ
づ
く
）。

【
補
注
】

（
注
１
）「
福
岡
市
・
自
治
協
議
会
・
自
治
会
ア

ン
ケ
ー
ト
」で
検
索
す
れ
ば
ヒ
ッ
ト
す
る
。
旧

年
度
分
は
年
号
も
併
記
し
て
検
索
。

（
注
２
）Ｈ
18
調
査
以
降
、
同
じ
設
問
で
継
続
。

Ｒ
４
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
こ
の
設
問
は
な
く

な
っ
た

（
注
３
）２
０
２
４
～
２
０
２
６
年
科
研
費
調
査

（
深
川
光
耀
氏
と
共
同
研
究
）。
調
査
協
力
：

貞
清
潔
氏（
福
岡
在
住
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

（
注
４
）校
区
の
詳
細
デ
ー
タ
は「
福
岡
市　
校
区

デ
ー
タ
集
」参
照（
市
Ｈ
Ｐ
で
検
索
）

（
注
５
）地
域
に「
選
挙
が
大
好
き
お
じ
さ
ん
」と

「
物
事
の
道
理
を
わ
き
ま
え
た
イ
ン
テ
リ
お
じ

さ
ん
」が
い
て
、
彼
ら
が
地
域
活
動
を
担
っ
て

い
る
と
き
に
整
え
た
仕
組
み
だ
と
の
こ
と

（
注
６
）真
野
ま
ち
づ
く
り
を
担
う「
真
野
地
区

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
」は
、
神
戸
市
の
条
例
に

基
づ
き
、
１
９
８
０
年
に
地
域
独
自
の
都
市

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
参
考
：「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
法
理
論
」（
名
和
田
是
彦
、
創
文
社
、

1
9
9
8
）・「
神
戸
市
真
野
地
区
に
学
ぶ
こ

れ
か
ら
の『
地
域
自
治
』」（
乾
亨
、
東
信
堂
、

2
0
2
3
）

（
注
７
）
2
0
1
2
～
19
、
そ
の
後
コ
ロ
ナ
で
中

断
。
2
0
2
3
年
か
ら
一
部
町
内
が
集
ま
っ

て
再
開
。

（
注
８
）「
自
治
会
」と
名
乗
る
地
域
も
多
い
が
、

高
宮
校
区
で
は「
町
内
会
」と
い
う
。

（
注
9
）現
時
点
で
も（
必
要
上
）町
委
員
が
残
っ

て
い
る
の
は「
体
育
振
興
会
」等
三
団
体
の
み
。

そ
こ
に
も
有
志
メ
ン
バ
ー
が
属
し
て
い
る
。

（
注
10
）高
宮
に
限
ら
ず
福
岡
市
で
は
、
町
内
会

長
が
町
世
話
人
を
務
め
て
い
た
た
め
、
町
と

行
政
の
関
係
が
深
か
っ
た
。

（
注
11
）現
在
、
身
近
な
支
援
が
必
要
な
防
災
だ

け
は
、
町
会
長
の
役
目
と
位
置
づ
け
て
い
る

と
の
こ
と（
Ｎ
会
長
）

（
注
12
）地
域
内
の
人
の
つ
な
が
り（
地
縁
）を

活
か
し
た
市
民
活
動（
志
縁
）の
可
能
性
に
つ

い
て
は
拙
著「
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
新
し
い

担
い
手
～
求
め
ら
れ
る〈
地
縁
も
志
縁
も
〉型

組
織
」（『
都
市
研
究
・
京
都
20
』京
都
市
、

2
0
0
7
）参
照
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